丸山眞男研究プロジェクト活動報告（二〇一五年一月～一二月） by 安藤 信広 & 黒沢 文貴
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
（
二
〇
一
五
年
一
月
〜
一
二
月
）
安
藤
信
廣
・
黒
沢
文
貴
は
じ
め
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
新
し
い
世
界
認
識
を
開
く
基
礎
と
な
る
教
養
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
今
日
、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
様
々
な
知
的
分
野
で
巨
大
な
足
跡
を
残
し
、
教
養
に
つ
い
て
も
独
自
の
認
識
を
展
開
し
た
丸
山
眞
男
の
業
績
の
再
評
価
が
強
く
求
め
ら
れ
る
」（「
平
成
二
四
年
度
私
立
大
学
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
構
想
調
書
」（
以
下
「
構
想
調
書
」）
よ
り
）
と
い
う
認
識
を
前
提
に
、
次
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
発
足
し
た
。
１
丸
山
を
は
じ
め
と
す
る
二
〇
世
紀
の
知
識
人
た
ち
の
教
養
形
成
過
程
及
び
教
養
観
を
解
明
す
る
。
２
新
渡
戸
稲
造
・
南
原
繁
・
丸
山
ら
が
知
識
人
の
国
際
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
果
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
新
た
な
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
方
向
性
を
探
求
す
る
。
３
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
、
広
く
日
本
及
び
世
界
に
向
か
っ
て
公
開
す
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
目
的
の
も
と
に
、「
二
一
世
紀
の
教
養
と
知
の
あ
り
方
を
究
明
す
る
上
で
重
要
な
貢
献
を
す
る
こ
と
」（「
構
想
調
書
」
概
要
Ⅰ
「
研
究
目
的
・
意
義
」
よ
り
）
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
目
標
と
い
え
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
右
の
１
〜
３
の
研
究
目
標
を
追
求
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
〈
テ
ー
マ
１
〉
二
〇
世
紀
知
識
人
の
教
養
と
学
問
―
―
丸
山
眞
男
文
庫
を
素
材
と
し
て
―
―
（
代
表
安
藤
信
廣
）
〈
テ
ー
マ
２
〉
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
（
代
表
黒
沢
文
貴
）
二
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、〈
１
〉
は
、
右
の
研
究
目
的
の
１
・
２
に
対
応
し
、〈
２
〉
は
同
じ
く
３
に
対
応
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
は
深
く
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
の
で
、両
テ
ー
マ
の
追
求
は
孤
立
し
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、協
働
し
補
い
あ
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
・
一
五
年
度
の
年
次
計
画
は
以
下
の
通
り
。
・
初
年
度
以
来
の
業
績
を
ふ
ま
え
、
中
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
成
果
を
ま
と
― 3 ―
め
る
と
と
も
に
、
自
己
点
検
・
評
価
を
行
う
。（
二
〇
一
四
年
度
）
・
丸
山
を
中
心
と
す
る
近
代
日
本
の
教
養
の
思
想
的
系
譜
に
関
す
る
研
究
を
進
め
る
。（
二
〇
一
五
年
度
、
以
上
、〈
テ
ー
マ
１
〉
に
対
応
）
・
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
調
査
を
も
と
に
翻
刻
を
進
め
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
準
備
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
丸
山
眞
男
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
自
己
点
検
・
評
価
を
行
う
。（
二
〇
一
四
年
度
）
・
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
部
分
公
開
を
開
始
す
る
。（
二
〇
一
五
年
度
、
以
上
、〈
テ
ー
マ
２
〉
に
対
応
）
二
〇
一
四
年
一
二
月
ま
で
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
は
、
前
号
に
掲
載
し
た
。
今
号
の
活
動
報
告
が
対
象
と
す
る
二
〇
一
五
年
に
は
、
定
例
研
究
会
そ
の
他
多
く
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
を
ま
と
め
た
（
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
東
京
女
子
大
学
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
）。
以
下
、両
テ
ー
マ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
二
〇
一
五
年
一
月
か
ら
一
二
月
に
お
け
る
活
動
状
況
を
報
告
す
る
。〈
１
〉
を
安
藤
が
、〈
２
〉
を
黒
沢
が
執
筆
し
た
。
〈
１
〉
二
〇
世
紀
知
識
人
の
教
養
と
学
問
―
―
丸
山
眞
男
文
庫
を
素
材
と
し
て
―
―
テ
ー
マ
１
は
、「
二
〇
世
紀
知
識
人
の
教
養
と
学
問
―
―
丸
山
眞
男
文
庫
を
素
材
と
し
て
―
―
」
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
活
動
状
況
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
教
養
の
思
想
的
系
譜
に
関
す
る
研
究
一
-一
丸
山
と
南
原
繁
の
比
較
分
析
及
び
関
連
文
献
・
資
料
の
調
査
と
整
理
戦
後
日
本
の
民
主
化
と
教
養
・
文
化
・
教
育
を
め
ぐ
る
思
索
内
容
に
つ
い
て
、
丸
山
と
、
師
で
あ
る
南
原
繁
と
を
比
較
し
つ
つ
分
析
を
行
っ
た
。
南
原
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
を
務
め
た
教
育
刷
新
委
員
会
の
詳
細
な
議
事
録
を
も
と
に
、
戦
後
教
育
改
革
に
お
け
る
民
主
的
道
徳
の
形
成
に
関
わ
る
論
議
を
取
り
上
げ
た
。
丸
山
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
資
料
を
用
い
て
考
察
し
つ
つ
、
関
連
す
る
文
献
資
料
の
調
査
と
整
理
を
進
め
た
。
一
-二
新
渡
戸
稲
造
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
研
究
新
渡
戸
稲
造
の
札
幌
農
学
校
以
来
の
親
友
で
あ
る
内
村
鑑
三
の
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
体
験
に
根
ざ
し
た
「
ホ
ー
ム
論
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
北
海
道
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
調
査
し
、内
村
鑑
三
、
新
渡
戸
稲
造
、
宮
部
金
吾
（
第
一
世
代
）、
有
島
武
郎
、
森
本
厚
吉
（
第
二
世
代
）
と
い
っ
た
、
札
幌
農
学
校
に
連
な
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
ホ
ー
ム
論
を
検
討
し
た
。
と
く
に
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
徒
第
二
世
代
の
有
島
、
森
本
は
、
吉
野
作
造
と
も
親
し
く
、
文
化
生
活
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
大
正
期
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
系
知
識
人
た
ち
が
、「
ホ
ー
ム
」
の
概
念
と
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
、
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
― 4 ―
二国
際
的
視
野
か
ら
捉
え
た
丸
山
の
学
問
に
関
す
る
研
究
二
-一
ア
メ
リ
カ
丸
山
と
ア
メ
リ
カ
の
知
識
人
の
知
的
交
流
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
傑
出
し
た
宗
教
社
会
学
者
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
両
者
が
共
有
し
て
い
た
点
や
、
ベ
ラ
ー
の
進
化
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
丸
山
の
評
価
に
つ
い
て
、
ま
た
宗
教
が
歴
史
的
発
展
に
果
す
役
割
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
宗
教
と
社
会
科
学
の
間
に
横
た
わ
る
問
題
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
た
。
二
-二
東
ア
ジ
ア
丸
山
の
「
執
拗
低
音
」
の
視
点
に
基
づ
き
、
中
国
伝
統
の
思
想
構
造
を
分
析
し
、
さ
ら
に
『
日
本
の
思
想
』
の
方
法
論
に
基
づ
い
て
、
中
国
思
想
史
に
み
ら
れ
る
異
文
化
受
容
の
様
式
を
検
討
し
た
。
ま
た
、
溝
口
雄
三
氏
の
中
国
思
想
史
研
究
を
対
象
に
、中
国
の
郷
里
空
間
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
社
会
様
式
を
ど
う
認
識
す
べ
き
か
、
哲
学
、
思
想
、
社
会
史
な
ど
の
角
度
か
ら
構
造
的
に
考
察
し
た
。
加
え
て
、
丸
山
に
よ
る
孫
文
の
三
民
主
義
論
を
分
析
し
た
。
二
-三
儒
教
解
釈
丸
山
の
儒
教
解
釈
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
。
日
本
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
「
教
養
」
教
育
と
学
問
の
専
門
分
科
を
超
え
て
諸
領
域
相
互
の
連
関
の
な
か
で
成
立
す
る
「
思
想
史
」
学
の
関
係
、
お
よ
び
そ
の
史
的
展
開
を
解
明
し
た
。
そ
の
一
端
と
し
て
、
近
現
代
日
本
の
思
想
史
研
究
に
お
け
る
「
儒
教
」
の
捉
え
方
の
変
遷
を
調
査
し
た
。
さ
ら
に
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
ら
欧
米
に
お
け
る
「
宗
教
」
学
の
研
究
と
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
丸
山
眞
男
ら
の
日
本
「
思
想
史
」
学
に
お
け
る
宗
教
的
伝
統
の
解
釈
を
、
相
互
に
関
連
づ
け
な
が
ら
分
析
し
た
。
丸
山
眞
男
ら
の
二
〇
世
紀
日
本
の「
思
想
史
」
研
究
が
、
一
方
的
な
学
問
の
受
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
の
学
界
に
ど
の
よ
う
な
学
問
的
発
信
を
し
た
の
か
を
検
証
し
た
。
二
-四
一
九
五
〇
年
代
の
世
界
情
勢
と
政
治
思
想
の
課
題
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
政
治
学
の
基
本
的
原
理
を
提
示
し
、か
つ
そ
れ
を
独
自
の
形
で
再
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
、ラ
ス
キ
や
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
関
す
る
一
九
五
〇
年
代
の
丸
山
論
文
を
中
心
に
、
丸
山
政
治
学
の
視
野
の
特
質
を
解
明
し
、
さ
ら
に
、
一
九
六
〇
年
の
政
治
学
講
義
の
構
成
を
検
討
す
る
こ
と
で
、昭
和
史
論
争
が
発
生
し
た
時
代
の
政
治
思
想
の
課
題
を
考
え
直
し
た
。
〈
２
〉
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
テ
ー
マ
２
は
、「
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
」
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
活
動
状
況
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
― 5 ―
一丸
山
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
調
査
英
文
草
稿
類
や
音
楽
関
係
資
料
を
含
む
丸
山
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
調
査
を
進
め
た
。
同
資
料
や
丸
山
文
庫
所
蔵
図
書
等
の
調
査
の
成
果
を
も
と
に
新
た
な
本
文
校
訂
を
行
っ
た
『
丸
山
眞
男
集
』
全
一
六
巻
の
第
四
刷
お
よ
び
別
巻
の
新
訂
増
補
版
を
刊
行
し
た
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
七
月
に
完
結
）。
二
丸
山
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
翻
刻
公
刊
⑴
「
（
倫
理
意
識
の
“
Som
e
A
spects
ofM
oralC
onsciousness
in
Japan”
「
古
層
」）
原
稿
」
を
翻
刻
、
本
『
報
告
』
第
十
号
に
掲
載
し
た
。
⑵
テ
ー
マ
２
参
加
研
究
者
が
編
集
し
た
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
二
巻
・
第
三
巻
を
刊
行
し
た
。
⑶
つ
づ
く
第
四
巻
・
第
五
巻
に
収
録
す
る
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の
記
録
に
つ
い
て
、
研
究
会
の
録
音
の
文
字
起
こ
し
作
業
お
よ
び
関
連
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
⑷
丸
山
眞
男
が
東
京
大
学
法
学
部
で
行
っ
た
一
九
五
六
〜
五
九
年
度
の
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
の
復
元
作
業
を
進
め
た
。
三
丸
山
文
庫
所
蔵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
丸
山
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
登
録
す
る
画
像
を
作
成
す
る
た
め
、
ブ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
を
用
い
た
同
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
進
め
た
。
対
象
と
な
る
資
料
約
四
八
〇
〇
点
の
う
ち
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
現
在
、
約
五
分
の
二
に
あ
た
る
約
一
九
〇
〇
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
終
了
し
た
。
四
丸
山
文
庫
所
蔵
楽
譜
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
丸
山
文
庫
所
蔵
楽
譜
類
の
う
ち
、
丸
山
に
よ
る
書
き
込
み
の
あ
る
ペ
ー
ジ
の
ブ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
が
終
了
し
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
で
二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
よ
り
閲
覧
可
能
と
な
っ
た
。
五
丸
山
文
庫
所
蔵
書
簡
類
の
調
査
二
〇
一
四
年
に
ひ
き
つ
づ
き
、
調
査
と
リ
ス
ト
作
成
を
進
め
た
。
六
丸
山
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
の
公
開
丸
山
文
庫
所
蔵
図
書
が
丸
山
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
時
の
状
態
を
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
上
に
再
現
す
る
、
丸
山
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
を
二
〇
一
五
年
三
月
九
日
よ
り
公
開
し
た
（
http://m
aruyam
abunko.tw
cu.ac.jp/shoko/
詳
細
は
今
号
掲
載
の
「
丸
山
眞
男
文
庫
の
現
在
」
を
参
照
）。
七
丸
山
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
部
分
公
開
丸
山
文
庫
所
蔵
の
草
稿
資
料
類
の
画
像
を
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る
丸
山
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
部
分
公
開
を
二
〇
一
五
年
六
月
一
日
よ
り
開
始
し
た
（
http://m
aruyam
abunko.tw
cu.ac.jp/archives/
詳
細
は
今
号
掲
載
の
「
丸
山
眞
男
文
庫
の
現
在
」
を
参
照
）。
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